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　４月２５日～２６日にかけて、熊本県で行われている
「第３８回全国都市緑化くまもとフェア　くまもと花と
みどりの博覧会」に広報委員４名で視察に行ってまい
りました。
　熊本フェアは、熊本城公園及び広場一帯で行われて
いる「街なかエリア」、水前寺江津湖公園一帯で行われ
ている「水辺エリア」、立田山で行われている「まち山
エリア」の３つのメイン会場で構成されています。
　フェアは熊本市全域で行われており、２日間ですべ
てを視察することは不可能なため、初日は「街なかエ
リア」２日目は「水辺エリア」を中心に視察すること
にしました。
　１日目は気温が２５度を超える汗ばむ陽気の中、熊本
城ホール～辛島公園～サンロード新市街～下道アーケ
ード～熊本城までの「街なかエリア」を、徒歩で視察
しました。サンロード新市街入口では、写真スポット
である巨大な立体花壇のくまモンが出迎えてくれまし
た。その後、アーケード内に設置された、全国の造園

技術の匠による華麗な技を駆使した作品を見て回り、
配置・見せ方・技術等に感心させられるばかりでした。
　その後、歩き疲れた私達は、昭和の雰囲気を醸し出
しているお洒落な喫茶店に入り、十分に休憩して英気
を養った後、熊本城を訪れました。報道では復興がか
なり進んでいるという認識でしたが、傷跡はいたると
ころに見受けられ、震災の大きさを感じました。また、
熊本城周辺に植えられていた樹木の大きさには目を見
張りました。特に幹周が５メートルはあろうかという
クスノキの巨大さに、歴史を感じさせられました。
　２日目は、朝から荒天の予報でしたが、午前中は天
気が持つとのことでしたので急いで「水辺エリア」内
の熊本市動植物園に向かいました。早い時間と言うこ
ともあり、貸し切り状態で鑑賞することができました。
そこには高低差を活かした奥行きのある広大な大花壇
があり、視察時には“火の国くまもと”を表す赤系の
花が植えられていました。フェア後半には“くまもと
の美しい水”を思わせる青系の花へとイメージチェン
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ジするとのことでした。企業・団体等の出展庭園や、
高校生が出展した庭園・全国デザインコンクール受賞
庭園をじっくりと視察し、動物と植物の混合展示で動
物が生息する森を再現した大温室を見て回り、熊本市
動植物園を後にしました。
　その後、シャトルバスで水辺エリア内にある国の名
勝・史跡に指定されている肥後細川家ゆかりの日本庭
園の水前寺成趣園に向かいました。参道の竹灯篭のオ
ブジェを視察している最中に雨が降り出したため、庭
園内に入りませんでしたが、また晴天時に訪れ庭園内
を散策し、夜間に幻想的であろう参道の竹あかりを体
験したいと思いました。
　雨は３１㎜/hと猛烈であったため、急いで路面電車に
乗り、バスターミナルに向かいました。熊本で春の嵐
を味わい、九州の雨のすごさを実感しながら帰路につ
きました。
　市内全域が、熊本の緑や水、歴史・文化を象徴する

メイン会場となっており、フェアを見て回ることで熊
本の魅力を堪能できる素晴らしいフェアだと思いまし
た。

（海瀬大五郎）
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動植物園大花壇
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　１１月 ８ 日、神奈川県川崎市で行われている「第４１回
全国都市緑化かわさきフェア」に会員・事務局併せて
１５名で視察に行ってまいりました。
　当日は、気持ちのいい秋晴れで、大変過ごしやすい
中で視察を行うことができました。
　多様性×みどりをテーマにした富士見公園、体験・
体感×みどりをテーマにした等々力緑地、歴史・文化
×みどりをテーマにした生田緑地の ３ 公園をコア会場
として開催されています。
　まず、集合場所の富士見公園では、富士見地区責任
者　関根　忠和さん（川崎市造園建設業協同組合）の
説明のもと、エントランス広場にある軽トラックを使
用して製作したトラックガーデンや、壁面基盤型・垂
直登はん型等の先駆的な壁面緑化技術を使用した垂直
花壇、ハンギングバスケットや全国造園デザインコン
クールなどの各種コンテスト作品を見て回りました。

垂直ガーデンの新しい技術や庭園出展コンテストで、
斬新な配置や見せ方があり大変勉強になりました。
　昼食後、造園フォーラムに出席する方と別行動をと
り等々力緑地へ向かいました。
　等々力緑地には、体感・体験×みどりのコンセプト
どおり木製パレットを活用した空間演出や視覚・聴覚・
嗅覚・味覚・触覚を使って遊ぶアクティブガーデンが
あり、小さい子供が楽しめるエリアとなっていました。
　また、森のアートでは子供たちがカラフルなビニー
ル傘にクレヨンを使って描いた「脱炭素」のアートを
ワイヤーで吊るして展示してあり、太陽光にあたると
カラフルな影ができ幻想的な空間を作っていました。
　その後、ウォーターガーデン前のカフェで小休止を
し生田緑地に向かいました。
　生田緑地には、歴史・文化×みどりをコンセプトに
広大な緑地の中、巨大な樹木が覆い茂り日本民家園や
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岡本太郎美術館がありました。
　西口駐車場より中央広場へ高低差のある階段を下っ
ていくと、「藍と霧のメタセコイア」と銘打ったメタ
セコイヤの森の中で、特殊なノズルから高圧力で噴出
した大量の霧が、林間の空気のわずかな動きに応じて、
揺らぎ、拡散しながら、差し込む光とともに空間を包
み込んでいました。あまりに幻想的な空間で素晴らし
く、何度も往復してしましました。
　矢継ぎ早に ３ 箇所回りましたが、見どころ満載では
１ 日では回り切れないボリュームでした。時間があれ
ばもう一度来たいと思いながら帰路に着きました。

（広報委員　海瀬大五郎） 木製パレット広場

庭園出展コンテスト　国土交通大臣賞庭園 藍と霧のメタセコイア

垂直花壇 森のアート
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